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I. 調査にいたる経過

杭城館跡は、江戸時代の文献 『古城書上』や 『封内風土記』に記載されている中世城館であ

る。 しかし、 その所在地は永い間確定されず、いわば 「幻の館跡」であった。

昭和48年、郷土史家紫桃正隆氏によってついに発見され、氏の労作 『仙台領内古城 ・ 館』に

その調査成果が発表されるにいたった。 本遺跡は、人里離れた山中に位罹していること、巨木

によって遺構か覆われていたこと等の理由によって永い間発見されなかったものである。 紫桃

氏は、仙台営林署か遺跡の一部分の樹木を伐採し、遺構を詳細に観察することがでぎた時に発

見したものである。

泉市教育委貝会では、紫桃氏の著作か発表されると直ちに現地調査を開始した。 49年6月に

は宮城県教育委貝会文化財保護課職貝と共に規模 ・ 遺構の遺存状況等を調査した。 調査の結果

文献に記載される 「杭ヲ建テ柵卜為」した程度の城館ではなく、平場 ・ 土塁 ・ 空堀 ・ 土橋等か

巧みに配置された大規模な遺跡であることが判明した。 同年7月には泉市文化財保護委員会が

現地調査を実施し、地元古老の間に伝承されている 「 モチゴメ沼」の跡を発見する成果を収め

た。

現地調壺が一段落すると、市教委では市民への宣伝活動に努めた。 49年1 1月には文化財めぐ

りのコ ー スに選定、53年3月には 『泉市文化財だより』にこれまでの研究成果を発表した。 ま
(2) 

た50年3月には、宮城県文化財保護協会の助成によって標柱が設罹されている。

最近では53年4月、県教委文化財保護課技師の小井川和夫氏が当該地を訪れ見取図を作成し

ている。 同年12月には、文化財保護課の主催による第4回市町村文化財担当者研修講座におい

て現地研修の場に選ばれ、規模の大きさ、遺構の遺存状況の良さ等注目を集めた。

再三にわたる現地調査や刊行物等によって、杭城館跡の重要性は県内の研究者 ・ 文化財担当

職員の間に定着するところとなった。 この様な気運の中で、市教委は遺跡の保護・ 一 層の活用

を図るため実測図を作成する計画を立案した。 54年、国 ・ 県に対し補助金を申請、測量調査を

実施することになった。 この書は、以上の理由に基づいて測量調査を行った結果の実績報告書

/ である。

測量調査は、泉市が邦栄測量設計株式会社と委託契約 を締結し、54年9 ~12月の間に実施し

た。 作図にあたっては、泉市No.2 4 水準点を用い水準測量を行った後、遺跡の全域に4 50 点のト

ラバー杭を打ち多角測量を行った。 細部の地形測量に際しては、市教委社会教育課文化係が現

地指導を行った。 この間、水準測量に2 日間、 多角測量に約30日間、地形測量に約30日間を費

した。 原図の縮尺は1 /500 、等高線は 1 m間隔で表示した。

(1). 前掲書第 3巻 666-669頁

(2)泉 市教育委 員会
·泉市文化財保護委員会 『泉市文化財だより』第4号 文化財保護委員長斎藤栄吉氏の執箪による。

(3)． 宮城県文化財保護協会 「宮城の城館特集」 『宮城の文化財』第39号
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II.遺跡の位置と地形

杭城館跡は、泉市西田中字杭城上に所在する。 泉市役所からは西方へ約11kmほど入った小起

伏丘陵中に立地している。

この小起伏丘陵は、陸前丘陵のうち七北田丘陵と呼ばれ、宮城町大倉付近から七北田川と広
ぇん

瀬川の間を東走し、仙台市燕沢付近で終焉する。 幅約 5 ~ 8 km、 長さ約20kmの規模で、起伏

量100m未満の緩やかな傾斜面から成る。

遺跡は以上述べた小起伏丘陵に立地しているが、泉市福岡地区に接する裾部からは南西方向

へ約3.2kmはど入った東西に長い尾根上に位置している。 この尾根は通常杭城山と呼ばれ、宮

城町との分水嶺から次第に高さを減じながら東走してくる。 標高245-340m、幅約0.5km、長

さ約 2kmの規模で、北辺、東辺、 南辺か西田中川によって深く浸蝕され、周辺の丘陵と区別さ

れている。

遺跡は、この尾根の東辺にあり、東西約800m、南北約400mにわたって遺構か認められる。

遺跡の全域は国有地であり、アカマツ等の針葉樹が植林されている。
〔注〕 奥羽山地東麓にはなだらかな斜面をもつ数多くの丘陵地が東方にのびている。 全体を総称して陸前丘陵と

呼ぶ。 七北田丘陵はその中の一つである。

経済企画庁 『 土地分類図』を参照した。

・
ー↓

）

ゞ
ヽ

・

杭城館の主要部分（北側の丘陵から望む）
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第1図． 遺跡付近の地形図

『この地図は、 国土地理院発行の2万5千分の1地形図 定義、熊ヶ根、根白石、仙台西北部を使用したものである。』

-3-



III. 調査の内容

調査の結果、 本遺跡は総面積約30万面に達する大規模な城館であることが明らかとなった。

遺構は東西約800m、 南北約400mにわたって築かれて い る。 遺構の分布状況をみると最高所に

ある平場群（第I区）、 最高所の下位における平場群（第II区）、 土塁に囲まれた平場を包むよう

に配置されて い る遺構群（第III区） に分けることができる。 これら各地区にある遺構は、 い ず

れも自然地形を利用し、 あるいは整形 ・ 整地して築かれて いる。

第I区（第2図） 最西辺に位置する。 最高所（標高245.Sm)から南側へのびる遺構がある。 平
〈るわ

場 ・ 土塁・ 堀切．郭等が配置されて いる。 a · b平場、 C • cl • e郭にわけて説明してみた い。

a 本遺跡の中では最も標高の高 い 地点である。 東辺の西田中川水位面との比高差は 110 mに

達する。東西にのびる尾根の頂部に築かれ、面積約370m', 方形に近 い形を呈す。 いくぶん起伏が

認められるが、 人為的に整形 ・ 整地されて い るとの印象をうける。 dや通路に接する法面は急

傾斜を呈することから整形されて い るものと考えられる。

b a平場から南側へのびる尾根と西側へ屈折する尾根に築かれて いる。 a平場とは通路によ

って分断されて い る。 前者は面積約640m'、 東端には最高約1.5m、 長さ25mにわたって土塁か

築かれて いる。 後者は、 面積約 140 m2、 前者との間には約 2 mの段差を伴う。 西端には下端幅

1.2m、 小さな堀切がある。

c 斜面に築かれて いるために郭的印象をうける。 b平場の 3 ~ 5 m下段に築かれて い る。 北

側には起伏か認められるが南側は良く整形 ・ 整地されて い る。 中央部には塚状の高まりか発見

されたが性格を明らかにすることはできなかった。

d a平場の西側下端部に築かれて いる郭である。 通路と直交し、 堀切を通り抜けた後、 北側

の急斜面へ抜ける。

e b平場の下端部から南北にのびる尾根の西端に築かれて い る。 北端と南端の比高差は30m

に達する。 幅3 ~ 6 m、 130mほど整然と続く。

第I区a • b（南側から）

-4-



第2図 第I区

綱町立
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第3図 第II区
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幅22m、 全長220mに逢する本遺跡では最大規模の郭である。 総面積は2640面である。 平地 ・ 斜

面とも美しく整形されている。 標高這1-186m、 北側の郭と南側の郭には比高差か認められる

が一つの面を成す。 通路脇には土塁状の高まりがあり、 門の役割を果たしていたものと推定さ

れる。

この外、 遺跡内には東西方向にのびる通路がある。 これは現在も営林署職貝や地元民か利用
そまと

＇

ぅ

している柚道であるか、 各地区を連絡することから遺跡に伴うものである。 遺跡内の通路は全

長約1 km、 各地区を連絡しなから西側の尾根づたいに通じる。 幅1m前後、 掘り込まれて構築

された部分も多い。
I LI• 2) 

なお、 第I区南東側（第II区 C 西側）にも平地かあるか、 遺跡に伴うものであるか否か判断

でぎなかった。 また、 第III区東側斜面には多くの塚状の起伏かあるが、 これは自然地形である

と判断した。
(i i • 3) 

（注1)．常にジメジメしている。 湧水かあるのてあろうか。 モチゴメ沼伝説とは、 城館に伴う落城伝説で県内各

地に残っている。 敵の攻撃によって水か絶えた時、 水の豊富さを誇示するために、 馬をモチゴメで洸い

水に似た音を出した場所であるといわれている。

（注2)．遺跡の東辺部、 西田中川付近には複雑な様相を呈す通路かあるが、 これらの中には遺跡内に炭焼き釜か

造られた時に設けられたものか含まれている。

（注3)．現地を視察した阿部義平氏、 県教委文化財保護課職員も同様の指摘を行った。

第III区a • b • c（西側から）
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(5)．旦工 「古塁凡二。其ー。号山村占館。其二。号山村西館。共不レ 詳何人所レ居。希文按。

田中邑占塁條下伝。須藤刑部少輔居レ之。典本邑所レ言不合。末レ審。」

(6) 安 水
・ 風土記

「一古館爪ツ
竺山ノ内西館土開[t位］御城主山ノ内須藤刑部少輔と申御方永禄年中迄御住居之由申伝候、

右刑部少輔様ニハ粗少卜1山内之御子孫と申事二御座候f乃而山ノ内館と先年5申来候事。」

山野内城、山内館、野村城、山村古館、山

ノ内館と呼ばれ、鎌倉山内氏の子孫須藤刑部か永禄年中迄居住していたと伝えている。

山野内城の名称か各資料によって異る理由を考えてみたい。間老志では 「郷人山内ヲ
ヤマ ノ ムラ

と記し、山野村という呼び方は郷人の誤りであることを指摘している。

名蹟志における野村城の呼称も先の記事と比較すれば明らかな誤りである。
ヤマ／ムラ

は山村古館と記されているが、希文は杭城の項て山邑城と理解しており、「郷人誤リテ山野村」

山野内城については以上の通り記述されている。

さて、

誤リテ山野村殿卜称ス」

また封内風土記で

と呼ぶ呼称を用いてしまったものと推定される。
ヤマ ノ ウチ

山野内城の名称は書上（党）で用いている山野内を用いるのか最も妥当であると考すなわち、

えることかできる。

山村城との関係を把握するためである。

ここで山野内城の呼称方法を述べたのは、中世朴沢文書、鬼柳文書等に屡々散見する山村、

かつて大槻文彦博士は白川文書に 「山村宮 」なる記述

を発見し、字津峯宮同様に山村宮の存在について論究したことがある。氏は封内風土記にある
(2) 

山村城を山村宮の御在址としたが、すべての中・近世資料を系統的に整理しての結論ではなく

山野内城を山村宮の所在地に当てることは先に述べた理由から再考する必要かあろう。朴沢文

書に 「山村内宇学」とあることから中担における山村地方は根白石、朴沢地方を指すという一

(3) 

般的見解を支持したい。
(4) 

（注1). 『宮城県遺跡地名表』にみられる古館跡(19013)遺跡は、 聞老志、 名蹟志にいう八乙女淡路の居所てあ

る。 泉市ては八乙女館と呼んでいる。

（注2)． 泉市教委ては何度か山野内館の現地踏査を試みているが、 小規模な城館であり、 南北朝時代に活躍し
た山村宮関係逍跡とは考えにくいといっ結論をもっている。 しかしこのこと は山村宮の存在そのもの
を否定する見解になり得ず山村宮の 「御在址」については将来の検討課題となった。

2.須藤刑部と結城七郎について

須藤刑部や結城七郎については、彼等にかかる根本資料が皆無であるため、杭城や山野内城

同様、近世資料を手がかりとして考証しなければならない。

書上、山野内城の項では、須藤刑部について 「相朴l鎌倉山内殿末孫」として扱い、先梢は関

東御家人であることをうかがわせている。山内氏は文治5年奥少卜l合戦(1189年）の後、桃生郡吉
野の地頭職を有した領主であるか、その後氏の一族か桃生郡内に根を張る領主に成長したこと

は既に明らかにされている事実である。しかし、山内家にはそれ以降の古文書か伝わらず、山

- 13 -



内氏と須藤刑部の血縁関係については具体的に示すことかできない。

近年になって桃生郡山内首藤氏の一 族が宮城郡実沢村に所領を有していたとの仮説か発表さ

れたが、 室町時代の地頭領主層の所領は各地に散在していたという事象を考慮すれば無理なも
i61 

のではない。 また、 塩釜市首藤義雄氏宅に伝わる記録では、 永正14(1517)年、 七尾城の戦いに

破れた首藤知貞か宮城郡実沢村に落ちのびたとの記載かあり、 あるいは刑部の直系の先祖に当

るかもしれない。

結城七郎については、 書上小泉村の項で、「結城朝光未葉」と記載され、 彼の先祖は関東御

家人であることをうかがわせている。 奥）小I合戦の折、 戦功かあって福島県岩瀬郡 ・ 白河郡、 宮

城県名取郡内に所領を有している（白河古事考）。

結城氏の本領は白河であるか、 名取郡内にも所領を有していた関係から、 国分氏とは14世紀

末に既に交渉をもっている。 結城親光の二男が、 国分胤輔の養子となり、 更に15世盛氏は、 永

禄9年10月家を嫡子盛顕に譲り小泉村に移ったとされている（国分系図）。

戦国時代における須藤刑部や結城七郎については、 伊達氏の勢力が北進し、 留守 ・ 国分氏か

大名化する中で、 領主的矛盾を体現している地頭であるということかでぎる。 彼らの領主的経

営については明らかにすることができないが、「留守分限帖」や「晴宗公釆地下賜録」で把握され

ている中規模程度の領主であろうか。

留守氏の領国か形成され、 国分33ヶ村と呼ばれる国分氏の一 円知行地が形成されていった時

彼らは未だ独立性を保ちながらも戦国末期には、 従属化の方向にあったものと推定される。

永禄年間両者の間に戦闘が始まった。 山野内城を陥された須藤刑部は一端杭城に籠るか、 天

正12(1584)年ついに泉市福岡にある首藤坂で打ち死したといい伝えられている。 この時の戦闘

相手については定かではない。 首藤坂付近には今でも刑部の供養碑が残り、 実沢林泉寺には墓

が残っている。

(1). 吉良貞家披露状（観応3年10月29日） 『白河文書』

(2)． 大槻文彦 『伊達行朝勤王事歴』

(3). 山村城内人々中宛状（観応2年9月22日）『朴沢文書』字学は泉市小角てあるとされている。

(4)． 平重道 「 宮城県宮城郡根白石村朴沢家文書」 『根白石村誌』

大島延次郎「吉野時代に於ける朴澤・ 鬼柳両氏の去就」 『 史学雑誌』50-1

(5)． 関東下知状（文永7年6月13日）『山内家文書』

(6)． 紫桃正隆 『 葛西氏と山内一 族』

(7)． 前褐書に解説か付されている。 立花改進 「戦記中島落城（七尾城）」 『 わかふるさとの町飯野川』にも収めら

れている。
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V. 調査の成果と今後の検討課題

地形測量、 文献学的考察から次の事項が明らかになった。

①． 本遺跡は小規伏丘陵の尾根上に築かれた山城である。

②． 東西約800m、 南北約400mにわたって遺構が検出されているか、 文献に記されている 「仮の杭

を打った」程度の簡単なものではなく、 平場・ 土塁・ 空堀·土橋等か巧みに配置された城館である

ことか明らかになった。 これらの遺構は、 一定の縄張りの下に自然地形を整形 ·整地して築かれて

いる。

③． 築城年代については明らかにすることかできなかったが、 廃棄された年代については近世城郭

的構築方法が認められないことから戦国期に求めることかできる。

④． 城主については 「書上」その他の文献では須藤刑部であるとしている。 彼に係る募や供養碑が

残っていることから実存した 「地頭」であると考えられる。

次に今後の検討課題を列挙してみたい。 一般に中世城館の多くは丘陵の突端や裾部に築かれてい

るが、 杭城の場合は山中深く入った地点に立地している。 この相違点はどこに求めるべきであろう

か。 同時に、 中世集落址との関係も考慮しなければならない。 泉市には、 中世朴沢文書や天正検地

帳が伝わり、 これらによって中世には既に平地部の開発が進行していたことを知ることがでぎる。

しかし、 文献を補う考古学的方法（分布調査）によっても、 杭城付近に中世集落址を発見することは

できなかった。

また、 山野内城との関係は見逃すことはできない。 山野内城は、 実沢にあり、 須藤刑部が杭城へ

うつる以前の居城とされている。 現地調査、 実測図等から比較すれば、 杭城よりもはるかに小規模

な城館である。 結城七郎に責め落とされ、 天正12(1584)年に打ち死にするまでの約20年の間により

大規模な城館を築き得るだろうか疑問がもたれる。

更に、 文献で明らかにすることかできなかった須藤刑部と桃生郡に勢力を伸張させた首藤氏との

関係は今後の研究課題である。 首藤氏に関する近世資料が少なからず残されていることから、 総合

的に研究することによってやがて明らかにされることを期待したい。
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山野内城 遠景

（北側から）

山野内城 東側最高所の平場
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